
森
田
思
軒
と
ス
ウ
イ
ン
ホ
ー

『北
清
戦
記
』

Ｉ

Ａ
紀
行
文
と

日
”
＞
ｏ
∪
ｖ

と
い
う
問
題
を
め
ぐ

つ
て
―

『北
清
戦
記
』
と
森
田
思
軒
の
中
国
紀
行

本
稿
で
は
、　
一
人
六

一
年
に
刊
行
さ
れ
た
ス
ウ
イ
ン
ホ
ー

『北
清
戦
記
』
。
と

一
人
八
五

〔明
治
十
八
〕
年
に
発
表
さ
れ
た
森
田
思
軒
の
中
国
紀
行
、
と
い
う
二
つ
の
中
国
紀
行
を
比

較
す
る
こ
と
で
、
紀
行
文
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
と
、
当
時
の
ア
ジ
ア
紀
行
に
多
く
見
ら
れ

る
い
わ
ゆ
る
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
問
題
に
つ
い
て
と
の
二
つ
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
当
時

の
日
本

・
日
本
人
と
中
国
と
の
関
係
や
、
そ
れ
を
包
含
す
る
欧
米
諸
国
と
東
ア
ジ
ア
と
の
関

係
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
、
こ
の
二
つ
の
中
国
紀
行
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
説
明
し
て
お
く
と
、
『北
清
戦

記
』
と
い
う
の
は
、　
一
八
六
〇
年
の
英
仏
連
合
軍
に
よ
る
北
京
侵
攻
と
円
明
園
焼
き
討
ち
の

際
、
天
津
か
ら
北
京

へ
と
侵
攻
し
た
イ
ギ
リ
ス
軍
の
通
訳
と
し
て
天
津
―
北
京
間
を
踏
破
し

た
ロ
バ
ー
ト

・
ス
ウ
イ
ン
ホ
ー

（”
ｏ
げ
ｏ〓
∽
■
３
８
）
に
よ

つ
て
書
か
れ
た
従
軍
記
で
あ
る
。

藤
井
　
淑
禎

↑
森
田
思
軒
に
よ
る
訳
題
に
従
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主
な
行
程
は
香
港
、
大
連
、
天
津
、
北
京
だ
が
、
と
り
わ
け
天
津
―
北
京
間
の
様
子
や
北
京

市
内
の
あ
り
さ
ま
を
精
細
に
記
述
し
て
お
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
部
分
が
森
田

思
軒
を
始
め
と
す
る
後
続
の
旅
人
た
ち
の
注
目
を
集
め
る
こ
と
に
な
る
。
原
題
は
ぃぃＺ
目
ま
く
ｏ

Ｏ
「
『ｒ
ｏ
Ｚ
ｏ諄
〓
０
〓
●
”
０
”日
も
”一”
●
〇
¨
ド∞ぃｏ
３
と
ぃ
ぃ
、
日
本
で
は
箕
作
麟
祥
訳
で

『奸
給
北

支
那
戦
争
記
』
。
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、　
一
八
七
四

〔明
治
七
〕
年
と
い
う
比
較
的
早
い
時

期
に
、
忠
実
な
逐
語
訳
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

い
っ
ぽ
う
森
田
思
軒
の
中
国
紀
行
と
い
う
の
は
、
の
ち
に
名
翻
訳
家
と
し
て
名
を
成
す
森

田
思
軒
が
弱
冠
二
五
歳
で
、　
一
八
八
四
年
十
二
月
に
朝
鮮
で
起
き
た
甲
申
事
変
の
事
後
処
理

の
た
め
に
清
国
―
日
本
間
で
結
ば
れ
た
天
津
条
約
の
締
結
交
渉
の
取
材
目
的
で

『郵
便
報
知

新
聞
』
を
発
行
し
て
い
た
報
知
社
か
ら
清
国
に
派
遣
さ
れ
た
際
、
天
津
や
北
京
か
ら
書
き

送
っ
た

一
連
の
通
信
文
と
紀
行
文
と
を
指
す
。

甲
申
事
変
と
い
う
の
は
朝
鮮
で
起
き
た
ク
ー
デ
タ
ー
の
こ
と
で
あ
り
、
日
本
の
援
助
を
受

け
た
開
明
派
の
金
玉
均
率
い
る
朝
鮮
独
立
党
が
保
守
派
政
府
に
対
し
て
反
旗
を
翻
し
、
守
旧

派
の
朝
鮮
要
人
ら
を
殺
害
し
た
も
の
の
、
清
国
が
保
守
派
を
支
援
し
て
反
撃
に
転
じ
、
日
本

公
使
館
の
破
壊
と
日
本
人
在
留
民
の
殺
害
と
い
う
事
態
を
招
き
、
日
本
側
は
金
玉
均
ら
を
と

も
な
っ
て
退
却
す
る
結
果
と
な
っ
た

一
連
の
事
件
を
指
す
。

こ
う
し
た
事
態
を
受
け
て
日
本
は
、
朝
鮮
に
対
し
て
は
井
上
馨
を
派
遣
し
て
漢
城
条
約
を

結
び

〔
一
八
八
五
。
一
。九
調
印
〕
、
清
国
に
対
し
て
は
伊
藤
博
文
を
派
遣
し
て
天
津
条
約

〔四
・十
八
調
印
〕
を
結
ぶ
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
森
田
思
軒
が
取
材
目
的
で
派
遣
さ
れ
た
の

が
、
こ
の
天
津
条
約
締
結
交
渉
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

②
本
稿
で
は

「北
清
戦
記
』
の

引
用
は
原
文
の
英
文
で
は
な

く
、
「
忠
実
な
逐
語
訳
」
で

あ
る
箕
作
麟
祥
訳
を
用
い
る
。

お
、
思
軒
自
身
が
訳
し
て

用
し
た
部
分
を
問
題
に
す

時

は
、
思
軒

訳
を

用

い

る る 引 な
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森
田
思
軒
と

『郵
便
報
知
新
聞
』

本
題
に
入
る
前
に
、
こ
こ
で
、
森
田
思
軒
の
こ
と
も
簡
単
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。

一
人
六

一
〔文
久
元
〕
年
、
備
中
笠
岡
に
生
ま
れ
、
矢
野
龍
渓
の
も
と
で
大
阪
、
徳
島
、
三

田
の
慶
應
義
塾
に
学
ぶ

〔
一
人
七
四
―
七
七
〕
。
の
ち
に
翻
訳
王
と
呼
ば
れ
た
英
語
力
は
こ

の
時
期
の
研
鑽
の
賜
物
で
あ
る
。
清
国
訪
間
時
に
お
い
て
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、

英
語
の
堪
能
な
中
国
人
通
訳
を
介
し
て
か
、
さ
も
な
く
ば
漢
字
に
よ
る
素
朴
な
筆
談

〔た
だ

し
、
稀
〕
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
慶
應
義
塾
在
学
の
意
味
は
大
き
い
。
慶
應
義
塾
退
学
後
、　
一

時
郷
里
に
帰
り
、
漢
学
教
育
で
有
名
な
興
譲
館
に
学
ぶ

〔
一
人
七
九
―
八
二
〕。
こ
こ
で
漢

詩

・
漢
文
の
運
用
能
力
を
身
に
つ
け
、
の
ち
の
翻
訳
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
周
密
文
体
は
、
こ

の
時
期
の
研
鑽
に
多
く
を
負

っ
て
い
る
。　
一
八
八
二

〔明
治
十
五
〕
年
、
龍
渓
の
引
き
で
立

憲
改
進
党
系
の

『郵
便
報
知
新
聞
』
を
発
行
す
る
報
知
社
に
入
社
。
こ
こ
か
ら
、　
一
八
八
五

年
の
清
国
派
遣
ま
で
は
ひ
と
ま
た
ぎ
、
で
あ
る
。

甲
申
事
変
の
事
後
処
理
が
ら
み
で
清
国
に
派
遣
さ
れ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
思
軒
ば
か
り
で
は

な
い
。
報
知
社
だ
け
を
見
て
も
、
こ
の
時
期
、
著
明
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
た
ち
が
次
々
と
朝

鮮
や
清
国
の
各
地
に
派
遣
さ
れ
た
。
朝
鮮
に
は
、
十
二
月
二
二
日
に
出
発
し
た
井
上
馨
特
派

全
権
大
使

一
行
を
追
う
よ
う
に
し
て
、
大
養
毅
が
二
五
日
に
朝
鮮
仁
川
港
に
向
け
て
出
発
し

た
。
他
方
、
清
国
へ
は
、
こ
れ
も
同
様
に
二
月
二
八
日
に
発
っ
た
伊
藤
博
文
遣
清
大
使

一
行

を
追
う
か
た
ち
で
、
三
月
二
日
に
尾
崎
行
隆
が
、
そ
し
て
九
日
に
は
い
よ
い
よ
森
田
文
蔵

〔思
軒
〕
が
、
い
ず
れ
も
上
海
に
向
け
て
出
発
し
た
。
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一
種
の
報
道
熱
、
派
遣
熱
が
指
摘
で
き
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
時
期
、
国
際
郵
便
網
、
電
信

網
の
整
備
に
も
後
押
し
さ
れ
て
、
「報
道
」
は
日
進
月
歩
の
発
展
を
続
け
て
い
た
。
す
で
に

国
内
の
整
備
は

一
段
落
し
て
い
た
か
ら
、
特
に
海
外
の
ニ
ュ
ー
ス
の
場
合
が
刷
新
著
し
か
っ

た
わ
け
だ
が
、
た
と
え
ば
尾
崎
行
隆
と
森
田
思
軒
の
派
遣
を
告
知
し
た
文
章
で
は
、
そ
の
意

気
込
み
が
こ
ん
な
ふ
う
に
表
明
さ
れ
て
い
る
。

本
社
従
来
、
英
米
独
安
南
朝
鮮
上
海
等
、
各
々
通
信
員
を
配
置
し
、
海
外
報
道
を
掌

ら
せ
置
き
た
る
が
、
今
度
遣
清
大
使
既
に
北
京
に
向
は
れ
、
且
つ
仏
軍
は
新
戦
略
を
取

り
東
洋
多
事
の
際
に
付
。
、
更
に

一
昨
日
横
浜
発
の
名
古
屋
丸
を
以
て
先
づ
尾
崎
行
隆

を
上
海
に
特
派
し
、
来
る
九
日
広
島
丸
を
以
て
森
田
文
蔵
を
北
京
に
特
派
せ
ん
と
す
。

在
清
の
旧
通
信
員
に
加
る
に
此
両
特
派
員
あ
り
。
本
社
の
報
道
庶
幾
は
益
々
精
敏
に
赴

き
看
客
諸
君
の
望
に
副
ふ
を
信
ず
。
〔
『郵
便
報
知
新
聞
』

一
八
八
五
二
千
四
〕

イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
そ
し
て
朝
鮮
、
中
国
で
の
通
信
網
を
誇

示
す
る
と
同
時
に
、
読
者
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
報
道
の
い
っ
そ
う
の
充
実
を
約
束

し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
た
の
が
郵
便
網

・
電
信
網
の
拡
充

・
整
備

で
あ
っ
た
わ
け
で
、　
一
例
を
あ
げ
る
と
、
清
国
の
場
合
、
長
崎
か
ら
上
海
ま
で
つ
な
が
っ
て

い
た
電
信
線
が
天
津
ま
で
延
び
る
の
が

一
八
八

一
年
の
こ
と
で
あ
り
、
天
津
か
ら
、
北
京
に

近
い
中
規
模
都
市
の
通
州
ま
で
通
じ
る
の
が

一
八
八
三
年
、
そ
し
て
最
終
的
に
そ
れ
が
北
京

に
ま
で
つ
な
が
っ
た
の
は

一
八
人
四
年
だ
っ
た

〔黒
田
清
隆

『漫
遊
見
聞
録
』

一
八
八
八
〕
。

働 者の眼が露出させる光景一
越境文学論

一

●
こ
の
時
期
、
フ
ラ
ン
ス
は
ベ

ト
ナ
ム
の
支
配
権
を
清
国
と

争
っ
て
い
た

〔清
仏
戦
争
〕
。

そ
の
結
果
、
ベ
ト
ナ
ム
は
フ

ラ
ン
ス
保
護
領
と
な
っ
た
。
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伊
藤
博
文

一
行
や
思
軒
が
北
京
に
足
を
踏
み
入
れ
、
状
況
を
刻
々
本
国
に
通
知
し
て
き
た
の

が
そ
の
翌
年
の
一
八
八
五
年
な
の
だ
か
ら
、
そ
れ
ら
は
ま
さ
に
最
新
の
設
備
を
駆
使
し
て
の

報
告
で
あ
り
、
報
道
で
あ
つ
た
こ
と
に
な
る
。

伊
藤
博
文
の
条
約
交
渉

天
津
条
約
の
調
印
は
四
月
十
八
日
だ
が
、
思
軒
の
訪
中
は
伊
藤
博
文

一
行
の
後
を
追
い
な

が
ら
天
津
条
約
締
結
に
至
る
ま
で
を
報
道
す
る
の
が
目
的
だ
っ
た
の
だ
か
ら
、
ま
ず
は
伊
藤

ら
の
足
取
り
を
簡
単
に
確
か
め
て
お
こ
う
。

一
八
八
五
年
二
月
二
八
日
に
横
浜
か
ら
快
速
の
臨
時
御
用
船
薩
摩
丸
で
出
発
し
た
伊
藤

一

行
は
、
途
中
長
崎
に
立
ち
寄
り
、
航
路
の
様
子
を
問
い
合
わ
せ
た
う
え
で
、
三
月
九
日
に
は

渤
海
の
入
口
に
当
た
る
芝

不̈
に
達
し
た
も
の
の
、
天
津
へ
の
水
路
と
な
っ
て
い
る
白
河
の
河

口
近
く
の
太
浩
を
通
っ
て
天
津
に
辿
り
着
い
た
の
は
大
幅
に
遅
れ
て
十
四
日
だ
つ
た
。

思
軒
は
三
月
十
八
日
付
け
の
上
海
か
ら
の
通
信
で

〔
『郵
便
報
知
新
聞
』
一千
二
七
〕
、
船

中
で
天
然
痘
が
発
生
し
た
た
め
と
報
じ
て
い
る
が
、
無
署
名
の

「漢
城
の
事
変
、
天
津
の
条

約
」
〔
『郵
便
報
知
新
聞
』
五
・十
六
―
二
〇
〕
に
よ
れ
ば
、
白
河
の
河
口
か
ら
五

「英
里
」
“

の
と
こ
ろ
に
あ
る
浅
瀬
が
、
三
月
中
旬
の
強
い
北
西
の
風
に
押
さ
れ
て
い
っ
そ
う
浅
く
な
っ

て
い
た
た
め
に
芝
回不
に
三
日
も
留
ま
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
そ
し
て
風
が
お
さ

ま
っ
た
の
を
見
て
芝
口不
を
出
航

〔そ
れ
も
随
行
し
て
き
た
小
船
の
駿
河
丸
に
乗
り
換
え
、
積

み
荷
も
降
ろ
し
て
身
軽
に
な
つ
た
う
え
で
〕
、
自
河
河
口
か
ら
浅
瀬
を
通
過
し
て
太
浩
に
達

し

〔十
四
日
早
暁
〕
、
そ
の
日
の
午
後
に
は
天
津
に
到
着
し
て
い
る
。

④

マ
イ
ル
の
こ
と
。　
一
マ
イ
ル

は

約

Ｔ

六

キ

ロ
メ

ー

ト
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（『郵
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新
聞
』

一
八
八
四
・八
・
二
七
よ
り
）

天
津
に
は
直
隷
省
総
督
で
交
渉
相
手
の
李
鴻
章
が
お
り
、
そ
の
た
め
交
渉
場
所
が
天
津
か

北
京
か
で
報
道
陣
を
と
ま
ど
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
結
局
、　
一
行
は
い
っ
た
ん
北
京
ま

で
出
向
い
て
国
書
を
届
け
、
ふ
た
た
び
天
津
に
戻
っ
て
李
鴻
章
と
交
渉
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

三
月
十
七
日
に
天
津
を
出
発
、
北
京

へ
の
到
着
は
二

一
日
で
あ
り
、
そ
の
北
京
を
三
月
三

一

ヽ
外

ｔｒ
冽

，
雄

米

っ `ソ 會

れ
歯

力

た

″́′タ
｀́

後、°
ち
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″
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あ

聞

ヽ
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束

春
巻

串

洋
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森田思軒とスウィンホー F北清戦記』

日
に
出
発
し
て
天
津
に
戻
っ
て
き
た
の
は
四
月
二
日
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
本
格
的
に
交
渉
が

始
ま
り
、
天
津
条
約
の
締
結
は
既
述
の
よ
う
に
四
月
十
八
日
。　
一
行
は
翌
日
に
は
天
津
を
離

れ
、
日
本
へ
直
行
し
、
横
浜
へ
の
帰
着
は
四
月
二
八
日
と
い
う
、
駆
け
足
の
日
程
だ
っ
た
。

森
田
思
軒
と
天
津

・
北
京

三
月
九
日
に
横
浜
を
出
発
し
た
思
軒
も
、
基
本
的
に
は
こ
の
伊
藤
ら
の

一
行
を
追
い
か
け

る
よ
う
に
し
て
動
い
て
い
る
。
二
月
二
八
日
に
快
速
の
臨
時
御
用
船
で
横
浜
を
出
発
し
て
天

津
に
向
か

っ
た
伊
藤
大
使

一
行
を
追

っ
て
横
浜
を
発

っ
た
も
の
の
、
民
間
航
路
に
は
天
津
直

行
便
は
な
か

っ
た
の
で
、
い
っ
た
ん
上
海
に
行
き
、
そ
こ
か
ら
天
津
行
き
の
船
に
乗
り
換
え

な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。

横
浜
を
発
ち
、
長
崎
を
経
て
三
月
十
六
日
に
上
海
に
到
着
。
し
か
し
、
す
ぐ
に
は
天
津

ヘ

の
船
が
と
れ
ず
、
十
八
日
に
な

っ
て
上
海
を
発
ち
、
二
三
日
に
天
津
着
。
翌
日
に
は
伊
藤
ら

一
行
を
追
い
か
け
て
慌
た
だ
し
く
北
京
に
向
か

っ
て
い
る
。
三
月
四
日
付
け
の

『郵
便
報
知

新
聞
』
紙
上
の
社
告
に
よ
れ
ば
、
当
初
、
社
で
は
大
使

一
行
が
通
例
通
り
上
海
経
由
で
天
津

に
向
か
う
と
見
て
お
り
、
あ
ま
り
に
思
軒
の
到
着
が
遅
く
な
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
上
海
に
先

着
し
て
い
た
尾
崎
行
隆
に
大
使

一
行
を
追
わ
せ
る
つ
も
り
で
あ

っ
た
よ
う
だ
が
、
結
局
そ
う

は
な
ら
ず
、　
一
行
か
ら
は

一
週
間
ほ
ど
遅
れ
て
の
思
軒
の
北
京

へ
の
出
発
と
な

っ
た
。
情
報

が
錯
綜
し
て
い
て
確
か
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
あ
る
い
は
、
本
格
的
な
交
渉
は
い
ず
れ
天

津
に
戻

っ
て
か
ら
、
し
か
も
伊
藤

一
行
の
北
京
滞
在
は
そ
れ
ほ
ど
短
期
間
で
は
な
さ
そ
う
だ
、

と
の
感
触
を
つ
か
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。
事
実
、　
一
行
の
北
京
滞
在
期
間
中
に
、
思
軒
は
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何
と
か
追
い
つ
く
か
た
ち
で
北
京
に
辿
り
着
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

思
軒
の
旅
程
の
そ
の
後
を
紹
介
し
て
お
く
と
、
三
月
二
四
日
に
天
津
を
発
ち
、
北
京
着
は

二
六
日
。
そ
し
て
三

一
日
ま
で
北
京
に
留
ま
り
、
伊
藤

一
行
か
ら
は

一
日
遅
れ
の
四
月

一
日

に
北
京
を
発
ち
、
お
そ
ら
く
三
日
に
天
津
着
。
そ
し
て
天
津
条
約
締
結
に
至
る
ま
で
の
交
渉

過
程
を
逐

一
レ
ポ
ー
ト
し
、
遅
く
と
も
四
月
十
九
日
ま
で
に
は
上
海
に
帰
着
し
て
い
る
。
当

初
、
社
で
は
四
月
十
六
、
十
七
、
十
八
日
付
け
で
天
津
か
ら
届
い
た
電
信
の
発
信
者
を
思
軒
と

み
な
し
て
い
た
が
、
十
九
日
午
後
六
時
二
四
分
付
け
で
思
軒
が
次
の
よ
う
な
電
報
を
上
海
か

ら
寄
越
し
た
こ
と
で
、
そ
れ
が
早
と
ち
り
で
あ

っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
に
な
る
。

本
日
十
九
日
午
後
六
時
二
十
四
分
在
上
海
森
田
文
蔵
発

天
津
ニ
ハ
別
二
通
信
員
ヲ
置
キ
小
生
ハ
只
今
当
地

（上
海
）
へ
帰
着
ス
。
条
約
書
ニ
ハ

昨
日

（十
八
日
）
調
印
。
伊
藤
大
使
ハ
今
日

（十
九
日
）
帰
朝
ノ
途
二
上
ル
筈
。
〔
『郵

便
報
知
新
聞
』
四
二
〓

〕

上
海
か
ら
の
思
軒
の
電
文
を
紹
介
し
た
う
え
で
、
「談
判
結
了
大
使
帰
朝
」
と
小
見
出
し

の
あ
る
そ
の
記
事
は
、
続
け
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

右
の
電
報
に
因
て
見
れ
ば
本
社
の
特
派
通
信
員

〔思
軒
の
こ
と
―
藤
井
注
〕
は
談
判

愈
々
平
和
に
帰
し
調
印
の
日
取
り
さ
へ
定
り
た
る
を
確
か
に
聞
き
込
み
し
後
ち
、
速
に

帰
朝
し
て
委
細
の
事
情
を
読
者
に
報
道
せ
ん
が
為
め
、
直
ち
に
天
津
を
発
し
て
帰
途
に
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就
き
し
な
る
べ
し
。
其
後
天
津
よ
り
到
着
せ
る
電
報
は
悉
く
別
に
頼
み
置
け
る
通
信
員

の
発
し
た
る
も
の
と
思
は
る
。
〔中
略
〕
兎
に
角
既
に
上
海
ま
で
帰
着
せ
る
上
は
便
船

次
第
に
帰
朝
す
可
け
れ
ば
実
地
目
撃
親
階
せ
る
委
細
の
情
形
を
記
し
て
読
者
に
報
ず
る

こ
と
を
得
る
は
既
に
近
き
に
在
ら
ん
。
読
者
請
ふ
之
を
諒
せ
よ
。

事
実
、
編
集
子
が
予
告
し
た
よ
う
に
思
軒
の
そ
の
後
の
動
き
は
す
ば
や
く
、
四
月
二
五
日

に
は
長
崎
に
到
着
し
、
三
十
日
に
は

「帰
社
の
詞
」
〔
『郵
便
報
知
新
聞
』
五
上

〕
を
寄
せ

て
い
る
。
そ
し
て
い
よ
い
よ
、
そ
れ
を
引
き
継
ぐ
か
た
ち
で
、
訪
中
時
の
覚
え
書
き
を
も
と

に
、
「実
地
目
撃
親
階
せ
る
委
細
の
情
形
を
記
し
」
た

「訪
事
日
録
」
な
る
紀
行
の
連
載
が

開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る

〔「訪
事
日
録
」
の
一
と
二
は
既
発
表
。
三
と
四
が
五

月
二
日
か
ら
六
月
七
日
ま
で
〕
。

こ
こ
で
、
以
上
の
思
軒
の
足
跡
を
簡
単
に
表
に
し
て
お
こ
う
。

一
八
八
五
上
千
九
、
新
橋

・
横
浜
発
。

三
・十
三
、
長
崎
着
。

三
・十
六
、
上
海
着
。

三
・十
八
、
上
海
発
。

三
。二
三
、
天
津
着
。

三
・

三
・

三
・

二
四
、
天
津
発
。
陸
路
で
北
京
に
向
か
う
。
楊
村
泊
。

二
五
、
河
西
務
ｅ
と
馬
頭
を
経
由
し
て
、
浄
舎
湾
泊
。

二
六
、
子
家
園
で
昼
食
の
の
ち
、
北
京
に
入
る
。

６

こ
の
あ
た
り
の
地
名
の
カ
タ

カ
ナ
表
記
は
、
思
軒
文
の
ル

ビ

に

よ

る

。
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ム
ノ
Ｏ四

・三
、
天
津
着
。

四
・十
六
、
天
津
発
。

四
・十
九
、
上
海
。

四
・
二
五
、
長
崎
着
。

四
。三
十
、
東
京
。

森
田
思
軒
と
ス
ウ
ィ
ン
ホ
ー

東
京
を
出
発
し
て
か
ら
帰
京
す
る
ま
で
の
日
数
で
言
え
ば
、
三
月
九
日
か
ら
四
月
三
十
日

ま
で
の
五
十
日
余
り
の
旅
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
旅
で
の
見
聞
に
基
づ
い
て
森
田

思
軒
が

『郵
便
報
知
新
聞
』
紙
上
に
発
表
し
た
紀
行
文

。
通
信
文
は
、
三
月
二
十
日
掲
載
の

「訪
事
日
録

一
」
を
皮
切
り
に
、
天
津
通
信
、
北
京
通
信
な
ど
と
題
さ
れ
た
通
信
文
を
あ
い

だ
に
は
さ
ん
で
帰
国
後
も
連
載
が
続
け
ら
れ
、
六
月
七
日
掲
載
の

「訪
事
日
録
四
」
の
最
終

回
ま
で
、
合
計
で
三
十
回
前
後
に
も
及
ん
で
い
る
。

そ
の
中
で
も
重
要
な
の
は
、
三
月
二
四
日
か
ら
二
六
日
に
か
け
て
の
天
津
か
ら
北
京
ま
で

の
旅
の
記
録
で
あ
る

「訪
事
日
録
三
」
〔五
月
二
日
か
ら
十
二
日
に
か
け
て
掲
載
〕
と
、
三

月
二
七
日
か
ら
三

一
日
ま
で
の
北
京
遊
覧
の
記
録
で
、
「
北
京
紀
行
」
と

い
う
副
題
の
あ
る

「訪
事
日
録
四
」
〔五
月
十
五
日
か
ら
六
月
七
日
に
か
け
て
掲
載
〕
だ
が
、
そ
の

「訪
事
日
録

三
・
二
七
―
三
二
二
一
、
北
京
周
遊
。
円
明
園
、
万
寿
山
等
を
め
ぐ
る
。

四
上

、
北
京
発
。
帰
途
は
北
京
に
隣
接
す
る
都
市
で
あ
る
通
州
か
ら
舟
で
天
津
に
向
か
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三
」
の
ほ
う
の
五
回
目

〔五
月
八
日
掲
載
〕
に
、
初
め
て
ス
ウ
ィ
ン
ホ
ー

『北
清
戦
記
』

ヘ

の
言
及
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

既
述
の
よ
う
に
森
田
思
軒
は
天
津
か
ら
北
京

へ
は
、
楊
村
と
い
う
宿
場
で

一
泊
、
翌
日
、

河
西
務
と
馬
頭
を
経
て
、
浄
舎
湾
で

一
泊
、
そ
し
て
そ
の
次
の
日
に
、
北
京
近
郊
の
子
家
園

を
経
て
北
京
に
入
城
し
て
い
る
が
、
河
西
務
の
宿
場
に
到
着
し
た
際
に
、　
一
八
六
〇
年
の
戦

争

〔英
仏
連
合
軍
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
第
二
次
侵
攻
〕
に
思
い
を
馳
せ
、
『北
清
戦
記
』
に
言

及
し
て
い
る
の
だ
。

二
十
五
日

（続
）

午
前
十

一
時
の
比
河
西
務
の
駅
に
到
る

〔中
略
〕
当
時
英
軍
の
本
営
ハ
乃
ち
此
駅
に

あ
り
余
嘗
て
当
時
従
軍
通
事
官
た
り
し
ス
ウ
ヰ
ン
ホ
ー
氏
著
ハ
す
所
北
清
戦
記
を
読
む

を
愛
し
耳
、
河
西
務
、
馬
頭
、
浄
舎
湾
、
千
家
日
、
等
の
名
に
親
む
も
の
一
日
に
あ
ら

ず
今
ま
現
に
来
て
其
地
を
踏
む
に
及
び
安
ん
ぞ
戚
々
焉
俯
仰
感
慨
の
念
を
生
ぜ
ざ
る
を

得
ん

森
田
思
軒
の
文
章
は
こ
の
よ
う
な
漢
文
訓
読
調
の
文
語
体
だ
が
、
中
略
部
分
も
補
っ
て
今

ふ
う
に
言
い
直
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
―

イ
ギ
リ
ス
公
使
パ
ー
ク
ス
ら
が
敵
将

。
僧

格
林
泌

〔サ
ン
ゴ
リ
ン
チ
ン
〕
の
軍
の
姦
計
に
陥
っ
て
捕
ら
え
ら
れ
た
こ
と
に
激
怒
し
た
連

合
軍
が
北
京
に
進
攻
す
る
際
、
イ
ギ
リ
ス
軍
の
本
営
が
置
か
れ
た
の
が
、
こ
の
河
西
務
の
宿

場
で
あ
り
、
自
分

〔森
田
思
軒
〕
は
以
前
か
ら

『北
清
戦
記
』
を
愛
読
し
て
い
て
、
そ
こ
に
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出
て
く
る
河
西
務
、
馬
頭
、
浄
舎
湾
、
子
家
園
と
い
っ
た
場
所
に
こ
と
の
ほ
か
愛
着
を
持
っ

て
い
た
。
そ
し
て
い
ま
現
実
に
そ
の
場
所
に
立
つ
こ
と
が
で
き
て
、
ど
う
し
て
感
慨
の
念
を

抑
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
、
と
な
る
。

続
け
て
森
田
思
軒
は
、
『北
清
戦
記
』
中
の
、
河
西
務
の
地
勢
や
風
景
を
記
述
し
、
さ
ら

に
は
山
に
登
っ
た
り
河
岸
を
散
策
し
た
り
、
「清
潔
愛
ス
可
シ
」
の
川
で
遊
泳
し
た
り
す
る

様
子
を
描
写
し
た
原
文
を
み
ず
か
ら
訳
し
て
引
用
し
た
う
え
で

〔箕
作
麟
祥
訳
と
は
異
な
る

の
で
、
原
書
を
見
て
い
た
と
わ
か
る
〕
、
そ
れ
と
目
の
前
の
風
景
と
を
比
較
し
て
、
こ
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

余
の
瞥
見
せ
る
所
に
て
は
河
水
も

一
向
清
潔
と
ハ
見
え
ず
山
杯
云
へ
る
者
ハ
影
も
形

も
あ
ら
さ
り
し

〔中
略
〕
ス
ウ
ヰ
ン
ホ
ー
氏
の
所
謂
山
と
は
恐
く
余
輩
が
折
々
途
中
に

て
見
た
る
低
き
小
郎
の
類
を
指
せ
る
に
は
あ
ら
ず
や

「島
国
万
山
の
中
」
で
育

っ
た
自
分
の
よ
う
な
人
間
は

「行
け
共
々
々
々
四
面
莫
焉
と
し

て
些
少
の
凸
隆
を
も
見
ざ
る
は
奇
異
の
想
を
な
し
」
、
そ
ん
な
自
分
の
目
か
ら
見
れ
ば
、
ス

ウ
イ
ン
ホ
ー
の
言
う

「山
」
な
ど
は
と
て
も
山
と
呼
べ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
せ
い
ぜ

い

「低
き
小
邸
の
類
」
で
し
か
な
い
、
と
い
う
わ
け
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
、
『北
清
戦
記
』

に
導
か
れ
て
作
中
で
描
か
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
モ
ノ
や
コ
ト
に
注
目
し
、
そ
れ
ら
を
自
分
な
り

に
吟
味
し
直
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
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ス
ウ
ィ
ン
ホ
ー
氏
の
名
文

次
に

『北
清
戦
記
』
が
紹
介
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
日
の
宿
泊
地
で
あ
る
浄
舎
湾
に
夕
方
に

な
っ
て
着
い
た
時
の
記
述
中
で
あ
る

〔「訪
事
日
録
三
」
五
月
十
日
掲
載
〕
。
『北
清
戦
記
』

の
中
で
浄
舎
湾
は
、
部
分
的
に
崩
落
し
つ
つ
あ
る
古
い
培
壁
に
囲
ま
れ
て
は
い
る
も
の
の
、

い
っ
た
ん
郭
門
を
く
ぐ
る
と
広
い
道
路
の
両
側
に
は
店
が
軒
を
並
べ
る
街

〔た
だ
し
住
民
は

避
難
し
て
い
て
無
人
―
藤
井
注
〕
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
森
田
思
軒
は
そ
の
部
分
を
や

は
り
原
文
を
訳
し
て
引
用
し
た
後
で
、
こ
の
近
く
で
激
戦
が
闘
わ
れ
た
こ
と
を
想
起
し
て
、

『北
清
戦
記
』
中
の
そ
の
戦
闘
部
分
を

「
ス
ウ
キ
ン
ホ
ー
氏
の
名
文
」
と
し
て

「余
平
素
喜

で
之
を
誦
す
」
と
絶
賛
し
て
い
る
。

思
軒
が
引
用
し
た
の
は
、
「此
二
於
テ
、
ド
ラ
グ
ン
隊

〔英
国
軍
中
の
精
鋭
部
隊
―
藤
井

注
〕
ハ
、
直
チ
ニ
進
デ
撻
軽
兵

〔清
国
軍
中
の
精
鋭
部
隊
―
藤
井
注
〕
ヲ
襲
撃
シ
」
〔箕
作

麟
祥
訳
〕
に
続
く
、
以
下
の
部
分
で
あ
る
。

馳
突
博
撃
互
二
死
カ
ヲ
場
ク
シ
暫
ク
ノ
間
ハ
両
軍
馬
蹄
ノ
下
二
風
起
ス
ル
砂
塵
ノ
為

メ
両
軍
交
戦
ノ
状
ヲ
見
ル
コ
ト
能

ハ
ズ
綾
カ
ニ
唯
ダ
兵
士
相
撃
ツ
所
ノ
剣
光
卜
騎
兵
ノ

短
銃
ヲ
放
ツ
灰
色
ノ
煙
ト
ヲ
時
々
望
見
ス
ル
ニ
過
ギ
ザ
リ
シ
幾
モ
ナ
ク
浮
塵
渡
沙

一
時

二
消
散
シ
豪
邁
勇
壮
ナ
ル

「
ド
ラ
ゴ
ー
ン
」
隊
ノ
恰
モ
練
兵
場

ニ
ア
ル
ガ
如
ク
整
列
シ

馬
ヲ
立
テ
シ
ヲ
見
タ
リ
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こ
の
部
分
も
箕
作
麟
祥
訳
と
は
少
し
違
い
が
あ
る
の
で
思
軒
の
独
自
訳
と
わ
か
る
が
、
『北

清
戦
記
』
中
の
モ
ノ
や
コ
ト
に
魅
か
れ
、
そ
れ
ら
を
尋
ね
あ
て
て
吟
味
し
直
す
だ
け
で
な
く
、

そ
の

「名
文
」
ぶ
り

〔も
ち
ろ
ん
英
文
と
し
て
の
〕
に
も
思
軒
は
強
く
惹
か
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。

思
軒
が

『北
清
戦
記
』
に
言
及
し
た
例
を
も
う

一
つ
だ
け
あ
げ
て
お
く
と
、
英
仏
連
合
軍

に
よ
る
略
奪
の
被
害
を
受
け
た
円
明
園
を
思
軒
は
北
京
到
着
後
の
三
月
三
〇
日
に
訪
れ
て
い

る
が
、
城
内
か
ら
安
定
門
を
通

っ
て
郊
外
の
円
明
園

へ
と
向
か
う
際
、
こ
の
安
定
門
に
陣

取

っ
た
連
合
軍
の
北
京
城

へ
の
砲
撃
が
寸
前
で
回
避
さ
れ
た
逸
話
が
思
い
出
さ
れ
る
と
し
て
、

ま
た
し
て
も

『北
清
戦
記
』
を
引
用
し
て
い
る

〔「訪
事
日
録
四
」
五
月
二

一
日
掲
載
〕
。

「
既
に
し
て
安
定
門
を
過
ぐ
門
は
北
京
外
郭
の
北
東
に
あ
り
て
此
を
出
れ
バ
即
ち
郊
也
余

〔思
軒
―
藤
井
注
〕
が
此
を
過
る
の
際
忽
ち
胸
に
浮
か
び
し
ハ
去
千
八
百
六
十
年
十
月
十
二

日
の
事
な
り
」
と
切
り
出
し
た
思
軒
は
、
急
ご
し
ら
え
の
砲
台
に
据
え
ら
れ
た
巨
砲
で
城
壁

に
穴
を
あ
け
、
そ
の
穴
か
ら
兵
を
進
め
る
作
戦
が

「愈
よ
十
二
日
の
正
午
こ
そ
全
軍
総
か
か

り
」
で
敢
行
さ
れ
よ
う
と
す
る
あ
た
り
の
叙
述
を
指
し
て

「
ス
ウ
ヰ
ン
ホ
ー
氏
之
を
叙
す
る

甚
だ
巧
み
な
り
」
と
し
て
、
以
下
の
部
分
を
引
用
し
て
い
る
。

既
ニ
シ
テ
諸
砲
隊
悉
ク
皆
ナ
戦
備
ヲ
成
シ

「ド
ラ
ゴ
ン
」
騎
兵
ハ
特
二
洞
孔
ヲ
穿
ツ

ベ
キ
巨
砲
二
傍
フ
テ
整
列
ス

〔中
略
〕
已
二
数
エ
テ
十

一
時
五
十
五
分
二
至
り
今
マ
五

分
ヲ
出
デ
ズ
シ
テ
正
午
ナ
ラ
ン
ト
ス
全
軍
寂
ト
シ
テ
声
無
ク

〔中
略
〕
放
発
ノ
号
令
将

二
我
勇
将
軍
ノ
唇
辺
ヲ
転
出
セ
ン
ト
ス
ル
時
佐
官
ス
テ
ヘ
ン
ソ
ン
馬
ヲ
馳
セ
来
り
告
テ
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日
フ
守
兵
既
二
降
レ
リ
ト

紀
行
文
と
Ｈ
コ
＞
Ｏ
ｍ

こ
の
よ
う
に
、
『北
清
戦
記
』
を
か
ね
て
か
ら
愛
読
し
、
そ
こ
に
登
場
す
る
場
所
や
地
名

に
惹
き
つ
け
ら
れ
て
い
た
森
田
思
軒
と
紀
行
文
と
し
て
の

『北
清
戦
記
』
と
の
関
わ
り
方
を

見
て
も
、
基
本
的
に
紀
行
文
は
日
”
＞
ｏ
”

〔踏
襲
〕
さ
れ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ

か
る
。
河
西
務
に
し
て
も
、
浄
舎
湾
に
し
て
も
、
さ
ら
に
は
安
定
門
に
し
て
も
、
先
行
す
る

紀
行
文
で
あ
る

『北
清
戦
記
』
に
お
い
て
印
象
的
に
描
か
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
後
続
の
旅

人
で
あ
る
思
軒
も
同
じ
対
象
に
注
目
し
て
、
今
と
の
違
い
を
見
出
し
た
り
、
そ
の
巧
み
な
表

現
を
称
え
た
り
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

可
”
＞
の
日
と
い
え
ば
、
そ
も
そ
も

『北
清
戦
記
』
自
体
が
、
北
京
滞
在
時
の
記
述
に
お
い

て
は
、
ク
ビ
ラ
イ

・
カ
ー
ン
統
治
下
の
北
京
を
訪
れ
た
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
の

『東
方
見
聞

録
』
〔
一
二
九
八
年
成
立
〕
“
を
弓
″
＞
ｏ
日
し
て
い
た
こ
と
を
見
落
と
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
の
記
述
に
導
か
れ
て
、
「
紅
青
緑
色
」
に
見
事
に
塗

ら
れ
た
宮
殿
の
屋
根
瓦
や
、
「風
色
愛
ス
可
キ
ノ
湖
水
」
、
大
理
石
の

「大
門
」
な
ど
に
同
じ

よ
う
に
注
目
し
て
お
り
、
日
”
＞
ｏ
日
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
反
応
は
、
「実

二
〓
曇
ノ
虚
誕
ナ
キ
」
と
い
う
評
価
も
あ
れ
ば
、
逆
に
上
記
の
三
例
の
よ
う
に
、
今
は
す
っ

か
り
変
わ
り
果
て
て
し
ま
い
、
と
い
う
も
の
も
あ
る
が
。

日
”
＞
の
国
は
、
こ
の
よ
う
に
紀
行
文
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
ま
わ
る
も
の
で
あ
り
、
大
げ

さ
に
言
え
ば
、
紀
行
文
の
本
質
と
も
宿
命
と
も
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
な
の
か
も
し
れ

０

『東
方
見
間
録
』
は
、
月
村

辰
雄

・
久
保
田
勝

一
訳
の
岩

波
書
店
版

〔
二
〇

一
二
年
〕

を
参
照
し
た
。
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な
い
。
先
行
す
る
紀
行
文
の
著
者
が
訪
れ
た
り
、
見
た
り
、
表
現
し
た
り
し
た
も
の
を
、
後

続
の
紀
行
文
の
著
者
も
ま
た
訪
れ
、
見
よ
う
と
し
、
そ
し
て
表
現
し
よ
う
と
す
る
。
先
後
す

る
紀
行
文
同
士
の
間
に
は
、
そ
う
し
た
反
復
的
で
重
層
的
な
関
係
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。

有
名
な
、
「
歌
枕
」
だ
と
か

「名
所
旧
跡
」
な
ど
と
い
つ
た
も
の
も
、
そ
う
し
た
紀
行
文
の

本
質
に
根
ざ
す
も
の
だ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
表
現
面
で
言
え
ば
、
同
種
の
対
象
に
対

し
て
同
種

の
表
現
を
反
復
し
た
結
果
が
結
晶
化
し
た
美
辞
麗
句
な
ど
は
、
文
字
通
り
、

日
”
＞
の
国
の
産
物
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
い
わ
ゆ
る

「名
所
旧
跡
」
な

ど
も
単
に
日
″
＞
０
い
が
積
み
重
ね
ら
れ
た
結
果
に
過
ぎ
な
い
の
か
も
し
れ
ず
、
さ
ら
に
は
、

場
所
や
風
景
だ
け
で
な
く
感
慨
も

可
”
＞
ｏ
い
さ
れ
る
と
し
た
ら
、
代
々
の
紀
行
文
の
著
者
た

ち
が
異
口
同
音
に
感
嘆
の
声
を
発
し
て
い
る
、
な
ど
と
い
う
こ
と
も
意
外
に
当
て
に
な
ら
な

い
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。

オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
問
題

こ
こ
で
、
少
し
観
点
を
変
え
て
、
い
わ
ゆ
る
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
問
題
に
も
触
れ
て
お
こ

う
。
周
知
の
よ
う
に
、
当
時
の
中
国
紀
行
に
は
侮
蔑
的
な
評
語
が
多
く
見
ら
れ
る
。
森
田
思

軒
の
紀
行
に
例
を
と
れ
ば
、
宿
屋
や
町
の
不
潔
さ
を
嘆
い
た
り
、
兵
士
た
ち
の
軍
紀
の
乱
れ

や
規
律
の
無
さ
に
あ
き
れ
た
り
、
同
船
し
た
中
国
人
父
子
の
金
品
に
執
着
す
る
さ
ま
を
苦
々

し
く
思
い
、
円
明
園
の
遺
物
す
ら
売
り
物
に
し
て
し
ま
う
商
人
の
金
も
う
け
主
義
を
軽
蔑
し

た
り
、
さ
ら
に
は
運
河
が
狭
く
て
不
便
な
点
や
大
八
車
の
劣
悪
な
乗
り
心
地
を
改
善
も
せ
ず

に
放
置
し
て
お
く
怠
慢
ぶ
り
を
批
判
し
た
り
、
と
い
っ
た
よ
う
な
具
合
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
が
、
こ
れ
を

『北
清
戦
記
』
と
比
べ
て
み
る
と
、
そ
れ
ら
の
多
く
が

『北
清
戦

記
』
に
も
見
ら
れ
る
指
摘
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
当
時
の
ア
ジ
ア
紀
行

に
も
広
く
見
ら
れ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
の
だ
。
森
田
思
軒
の
紀
行
と

『北
清
戦
記
』
と
が
重

な
り
あ
う
例
を

一
つ
だ
け
あ
げ
れ
ば
、
馬
車
の
車
輪
に
バ
ネ
さ
え
付
け
れ
ば
乗
り
心
地
は
改

善
さ
れ
る
の
に
な
ぜ
そ
れ
を
放
置
し
て
お
く
の
か
、
と
い
う
中
国
人
の
怠
慢
ぶ
り
へ
の
批
判

が
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
批
判
は
、
私
が
読
ん
だ
そ
れ
ほ
ど
多
く
も
な
い
中
国
紀
行
の
な
か
に
、

他
に
も
い
く
つ
か
見
い
だ
さ
れ
る
指
摘
な
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
と
、
先
に
指
摘
し
た
可
”
＞
ｏ
日
と
い
う
紀
行
文
の
特
質
と
を
掛
け
合
わ
せ
る
と
、

い
わ
ゆ
る
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
的
見
方
も
可
”
＞
０
い
の
産
物
だ
つ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思

え
て
く
る
。
↓
”
＞
の
国
さ
れ
る
感
想
で
あ
り
、
可
”
＞
ｏ
●
さ
れ
る
中
国
観
、
の
可
能
性
が
ふ

く
ら
ん
で
く
る
の
で
あ
る
。

二
つ
の
紀
行
の
ち
が
い

い
ず
れ
に
し
て
も
、
『北
清
戦
記
』
も
森
田
思
軒
の
紀
行
も
、
大
雑
把
に
括

っ
て
し
ま
え

ば
、
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
的
見
方
に
汚
染
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
が
、

テ
キ
ス
ト
そ
の
も
の
を
対
象
と
し
て
、
そ
れ
を
精
読
す
る
こ
と
か
ら
出
発
し
よ
う
と
す
る
立

場
か
ら
す
れ
ば
、
そ
ん
な
雑
駁
な
結
論
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
れ
ら

の
紀
行
の
個
別
の
特
徴
を
探
り
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
微
妙
な
違
い
に
こ
そ
注
目
し
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
違
い
を
生
み
出
す
の
は
、
書
か
れ
た
時
代
で
あ

っ
た
り
、

書
い
た
著
者
の
個
性
で
あ

っ
た
り
、
著
者
の
国
や
置
か
れ
た
立
場
で
あ

っ
た
り
と
、
さ
ま
ざ
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ま
だ
ろ
う
が
、
そ
う
し
た
精
読
者
の
眼
で
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
森
田
思
軒
の
紀
行
と

『北
清

戦
記
』
と
を
読
み
比
べ
て
み
る
と
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
か
ら
は
二
つ
の
紀
行
の
違
い
、
す
な
わ
ち

『北
清
戦
記
』
に
あ

っ
て
森
田
思
軒
の
紀

行
に
は
な
い
も
の
、
そ
し
て
森
田
思
軒
の
紀
行
に
あ

っ
て

『北
清
戦
記
』
に
は
な
い
も
の
、

に
注
目
し
て
考
え
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

『北
清
戦
記
』
に
あ

っ
て
森
田
思
軒
の
紀
行
に
な
い
の
は
、
中
国
人
や
中
国
の
自
然
に
対

す
る
親
和
的
な
態
度
で
あ
る
。
少
し
だ
け
例
を
あ
げ
る
と
、
太
浩
か
ら
天
津
に
向
け
て
の
途

次
に
、
敵
兵
が
す
で
に
撤
収
し
た
、
「
銃
窓
ア
ル
培
壁
」
に
囲
ま
れ
た
村
が
あ
り
、
そ
こ
で

ス
ウ
イ
ン
ホ
ー

一
行
は
村
人
た
ち
か
ら

「
晩
餐
」
用
に

「
彩
多
ノ
品
物
」
を
提
供
さ
れ
、

「
皆
頗

フ
ル
愉
快

ノ
情

ヲ
覚

工
」
た

〔
原
文
は

ぃぃ，
①
Ч
∽８
Ｂ
∽ξ
も
〓
＆

Ｇ
∽
ユ
手

①
●
８
∞
ｒ

「

ｏ
二
ａ
ｏ
●
∽
∂

「
”
∽
ξ

ｏ
①
Ｆ

目

Ｑ

要
①
日
ａ

①
ｏ
日

∽
ｏ
７
ｏ
∽
く
①
曼

』
ｏ
〓
ヽ

〕
。

し

か

し

、

結

局

こ

の

夜

は
本
隊
に
呼
び
戻
さ
れ
、
そ
れ
を
飽
き
足
ら
ず
思
っ
た
ス
ウ
イ
ン
ホ
ー
ら
は
、
翌
日
の
業
務

を
終
え
る
と
再
び
こ
の
村
に
や
っ
て
き
て
、
そ
こ
で
一
夜
を
明
か
し
た
。
村
の
中
央
に

「
二

層
ノ
仏
塔
」
が
あ
り
、
そ
こ
を
宿
舎
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
夜
、
ス
ウ
イ
ン
ホ
ー

ら
は
仏
塔
の
周
囲
の
、
樹
木
が
生
い
茂
り
、
野
鳥
が
飛
び
交
う
光
景
に
心
を
洗
わ
れ
る
こ
と

に
な
る

〔第
七
回
〕。

八
月
三

一
日
の
部
分
で
は
、
や
は
り
太
滴
か
ら
天
津
に
向
け
て
の
道
沿
い
の
村
で
、
運
よ

く

「花
園
」
や

「園
中
至
美
ノ
地
」
〔原
文
は

ゴ^
①
げ
①∽［
ｏ「
ｏ８
ド
鶴
０
∽じ
〕
に
野
営
で
き
た
者

た
ち
が
、
「菓
樹
ノ
微
風
二
動
揺
ス
ル
ヲ
望
ミ
」
、
「
園
中
花
丼
ノ
間
二
逍
遥
シ
」
、
「真
二
軍

中
ノ
一
適
楽
」
〔原
文
は
ご
［
■
”∽
●
ｏ
∽日
』
Ｊ
】８
∽頌
ｏ
一ｏ
ョ
〕
を
愉
し
む
様
子
が
描
か
れ
て
い
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る
。
天
津
か
ら
先
の
部
分
で
は
、
前
述
の
思
軒
が
感
動
し
た
河
西
務
で
の
水
浴
場
面
な
ど
も

あ
り
、
そ
の
あ
た
り
の
光
景
は

「此
地

ハ
首
ヲ
回
ラ
ス
ニ
、
処
ト
シ
テ
黍
稜
ノ
繁
生
セ
サ
ル

ナ
ク
、
林
木
蔭
茂
シ
、
周
辺
ノ
景
色
甚
ダ
美
ナ
リ
」
〔
原
文
は

，，
①
８
Ｅ
こ

ヨ
”
∽
く
①曼

σ
ｏ
営
出
ど
ヽ
〕
〔第
九
回
〕
と
い
つ
た
よ
う
な
、
や
は
り
す
こ
ぶ
る
親
和
的
な
も
の
だ

っ
た
の

で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
思
軒
が
こ
こ
を
踏
破
し
た
の
は
三
月
で
、
他
方
ス
ウ
イ
ン
ホ
ー
ら
は
八
月
で

あ

っ
た
と
い
う
違
い
も
無
視
は
で
き
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
思
軒
の
中
国
紀
行
に
は
自
然

へ
の
ま
な
ざ
し
が
あ
ま
り
に
も
少
な
過
ぎ
る
。
こ
れ
と
比
べ
る
と
極
端
な
く
ら
い
対
照
的
に
、

『北
清
戦
記
』
に
は
そ
の
種
の
描
写
が
横
溢
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
自
然

へ
の
親
和
的
な
ま

な
ざ
し
は

『北
清
戦
記
』
の

一
大
特
徴
で
あ

っ
て
、
見
て
き
た
よ
う
に
、
「美
麗
な
る

一
小

花
園
」
と
い
っ
た
類
の
表
現
は
至
る
所
に
見
ら
れ
る
し
、
鳥
獣
の
多

い
こ
の
あ
た
り
は
猟
師

や
博
物
学
者
に
と

っ
て
は

「無
限
の
楽
土
」
で
あ
る
と
い
っ
た
よ
う
な
最
上
級
の
評
語
す
ら

見
ら
れ
る
の
だ
。

こ
の
よ
う
な
中
国
の
自
然
と
人
間
に
対
す
る
親
和
的
な
姿
勢
を
見
る
と
、
『北
清
戦
記
』

を
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
い
う

一
言
で
片
づ
け
て
し
ま
う
こ
と
が
い
か
に
乱
暴
で
あ
る
か
を

痛
感
さ
せ
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
親
和
的
な
姿
勢
す
ら
も
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の

裾
野
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
見
方
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
し
て

も
、
侮
蔑
と
親
和
の
違
い
は
そ
ん
な
に
簡
単
に
無
視
で
き
る
も
の
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
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危
機
的
な
東
ア
ジ
ア
情
勢

こ
こ
で
再
び
思
軒
の
場
合
を
想
起
す
る
と
、
森
田
思
軒
の
紀
行
に
は
こ
う
し
た
親
和
的
な

姿
勢
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
先
に
確
認
し
た
通
り
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
代

わ
り
に
、
森
田
思
軒
の
紀
行
に
あ

つ
て

『北
清
戦
記
』
に
な
い
も
の
と
は
何
だ

っ
た
の
か
。

そ
れ
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
朝
鮮

。
中
国

。
日
本
と
い
う
東
ア
ジ
ア
三
国
の
将
来
に
関
す

る
、
危
機
感
に
貫
か
れ
た
考
察
で
あ
る
。
時
代
も
、
そ
し
て
そ
も
そ
も
国
も
立
場
も
ま

っ
た

く
異
な
る
ス
ウ
イ
ン
ホ
ー
の

『北
清
戦
記
』
に
こ
れ
が
な
い
の
は
当
然
か
も
し
れ
な
い
が
、

当
時
の
日
本
人
に
と

つ
て
き
わ
め
て
切
実
な
こ
の
問
題

へ
の
危
機
意
識
が
、
森
田
思
軒
の
紀

行
か
ら

『北
清
戦
記
』
に
あ

っ
た
よ
う
な
人
間
や
自
然

へ
の
親
和
的
な
姿
勢
を
奪

っ
て
し

ま

っ
た
の
だ
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

清
国
特
派
中
、
片
時
も
思
軒
の
頭
か
ら
離
れ
な
か

っ
た
の
が
、
清
国
と
欧
米
列
強
と
の
関

係
だ

っ
た
。
数
日
間
し
か
な
か

っ
た
北
京
滞
在
中
に
、
わ
ざ
わ
ざ
、
当
時
は
廃
墟
で
し
か
な

か

っ
た
円
明
園
を
訪
ね
た
の
は
、
二
五
年
前
の
英
仏
連
合
軍
に
よ
る
焼
き
討
ち
が
念
頭
に

あ

っ
た
か
ら
で
あ

つ
た
。
前
述
の
ご
と
く
、
円
明
園
を
め
ざ
し
た
そ
の
日
、
安
定
門
を
過
ぎ

て
北
京
の
城
外
に
足
を
踏
み
出
し
た
途
端
、
「忽
ち
胸
に
浮
ひ
し
は
去
千
八
百
六
十
年
十
月

十
二
日
の
事
な
り
」
〔「訪
事
日
録
四
」
〕
と
思
軒
は
記
し
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
う
し
た
関
心
が
単
な
る
歴
史

へ
の
関
心
や
、
ま
し
て
や

一
種
の
野
次
馬
根

性
か
ら
で
あ

つ
た
は
ず
は
な
い
。
同
じ
東
ア
ジ
ア
の

一
員
と
し
て
の
清
国
の
不
幸
な
歴
史
を

鑑
と
し
、
ま
た
他
山
の
石
と
し
よ
う
と
す
る
、
こ
の
時
期
の
明
治
人
に
広
く
共
有
さ
れ
て
い
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た
愛
国
心
ゆ
え
の
関
心
、
と
と
る
べ
き
だ
ろ
う
。
当
時
の
明
治
人
に
と
っ
て
、
英
仏
軍
に
よ

る
円
明
園
焼
き
打
ち
は
、
英
―
清
間
の
ア
ヘ
ン
戦
争

〔
一
八
四
〇
―
四
二
〕
、
英
仏
―
清
間

の
ア
ロ
ー
戦
争

〔
一
八
五
六
～
六
〇
〕
と
ひ
と
つ
な
が
り
の
事
件
で
あ
つ
た
。
い
ず
れ
も
欧

州
列
強
が
清
国
に
難
癖
を
つ
け
て
開
国

上
父
易

・
雑
居
や
賠
償
な
ど
を
要
求
す
る
、
と
い
う

理
不
尽
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
う
し
た
欧
州
列
強
の
脅
威
は
、
思
軒
が
新
聞
界
に
身
を
投
じ
た
頃
に
も
、
決
し
て
解
消

さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
加
害
者
側
に
は
ロ
シ
ア
、
プ
ロ
イ
セ
ン

〔プ
ロ
シ
ア
〕

ま
で
も
が
加
わ
り
、
逆
に
被
害
者
候
補
と
し
て
は
、
朝
鮮
、
ベ
ト
ナ
ム
、
さ
ら
に
は
日
本
ま

で
も
を
加
え
て
、
東
ア
ジ
ア
情
勢
は
い
つ
そ
う
緊
迫
し
た
様
相
を
呈
し
て
い
た
。
そ
ん
な
な

か
で
の
難
問
は
、
日
本
だ
け
が
単
独
で
独
立
を
守
れ
ば
い
い
、
で
は
す
ま
さ
れ
な
か
っ
た
と

い
う
点
で
あ
っ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
は
ひ
と
ま
ず
お
く
と
し
て
も
、
あ
く
ま
で
も
日
本

・
清
国

。

朝
鮮
が
連
携
し
て
欧
州
列
強
に
立
ち
向
か
う
必
要
が
あ
り
、
ど
こ
か

一
角
で
も
崩
れ
れ
ば
、

連
鎖
的
な
崩
壊
が
始
ま
る
と
の
危
機
感
が
言
論
界
を
お
お
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
思
軒
自
身
の
言
説
も
見
て
み
る
と
、
「
天
津
通
信
」
〔四
月
十
日
、
掲
載
は
四
月

二
九
日
〕
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
ロ
シ
ア
が

「朝
鮮
南
端
の
一
小
島
な
る
ポ
ー
ト
、
ハ
ミ
ル
ト

ン
」
を
寄
港
地
と
し
て
狙
っ
て
い
る
と
の
ニ
ュ
ー
ス
に
接
し
て
、
こ
こ
を
欧
米
列
強
に
押
さ

え
ら
れ
て
は
東
ア
ジ
ア
三
国
に
と
っ
て
大
問
題
で
あ
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。
「
ポ
ー

ト
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
」
と
は
朝
鮮

・
全
羅
南
道
の
高
興
半
島
の
南
に
あ
る
三
つ
の
島
の
こ
と
で
、

現
在
で
は
巨
文
島
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
思
軒
は
当
時
の
地
図
の
記
載
に
従

っ
て

「雲
龍

島
」
と
呼
ん
で
い
る
。
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イ
ギ
リ
ス
と
ロ
シ
ア
の
雲
龍
島
争

い
は
、
「
我
邦
の
利
害
」
に
も
大

い
に
関
係
し
、
そ
れ

と
い
う
の
も

「
雲
龍
島
の
地
た
る
日
本
海
の
襟
喉
に
当
り
て
南
西
は
黄
東
二
海
を
控
し

一
旦

警
あ
る
の
日
艦
隊
の
本
拠
を
此
に
置
き
左
右
羅
張
せ
ば
以
て
日
本
海
を
鎖
し
て
東
海
を
掘
す

を
得
可
し
」
と
い
う
よ
う
な
要
地
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
も
し
イ
ギ
リ
ス
と
ロ
シ
ア
の
ど

ち
ら
か
が
こ
こ
を
占
拠
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
「
其
我
邦
の
安
危
に
関
す
る
果
し
て

如
何
ぞ
や
讐

へ
ば
我
家
の
門
前
に
睡
虎
を
処
く
が
如
く
其
霞
然
と
し
て
躍
起

一
吼
す
る
に
及

ば
ば
我
が
出
入
の
途
は
髪
に
塞
が
り
て
唯
だ
手
を
収
め
脚
を
縮
め
彼
れ
の
為
す
に
任
か
す
外

復
た
奈
何
と
も
す
る
能
は
ざ
ら
ん
と
す
」
と
い
う
よ
う
な
事
態
と
な
る
の
は
必
至
だ

っ
た
。

ち
ょ
う
ど
家
の
間
の
前
に
虎
が
居
座
る
よ
う
な
も
の
で
、
通
行
や
出
入
り
が
不
自
由
と
な

る
点
で
東
ア
ジ
ア
三
国
の
命
運
を
も
左
右
し
か
ね
な
い
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
し
か
も
そ

の
こ
と
は
、
「
唯
だ
我
が
邦
を
然
り
と
す
る
の
み
な
ら
ず
清
と
云
ひ
韓
と
云
ひ
亦
た
皆
な
斯

の
命
運
を
脱
が
る
る
を
得
ざ
る
べ
し
」
と
い
う
よ
う
に
、
日
中
韓
の
三
国
に
共
通
す
る
懸
案

で
も
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
と
ロ
シ
ア
が
雲
龍
島
を
虎
視
眈
々
と
狙

っ
て
い
る
と
い

う

「
此
風
聞
は
余
が
沸
清
以
来
尤
も
利
害
に
感
じ
た
る
緊
報
に
し
て
」
と
思
軒
が
危
機
感
を

露
わ
に
し
た
の
も
、
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
ら
た
。

日
中
韓
の
連
携

こ
う
し
た
列
強
の
脅
威
を
前
に
し
て
、
問
題
と
な
る
の
は
、
日
中
韓
の
三
国
の
連
携
関
係

の
あ
り
方
で
あ

っ
た
。
特
に
力
関
係
で
は
上
に
あ
る
清
国
と
日
本
の
態
度
如
何
が
問
わ
れ
て

い
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
思
軒
は
、
「
仏
清
調
和
ノ
擬
策

ヲ
読
ム
」
〔
『郵
便
報
知
新
聞
』
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一
人
八
五
上
下
八
～
十
二
〕
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
を
め
ぐ
る
清
仏
の
争
い
を
収
め
る
べ
く
、
清

国
が
ベ
ト
ナ
ム
の
独
立
を
尊
重
す
れ
ば
フ
ラ
ン
ス
も
同
様
に
せ
ざ
る
を
得
ず
、
八
方
円
満
に

収
ま
る
だ
ろ
う
と
提
案
し
て
い
る
。
同
様
の
こ
と
が
朝
鮮
に
関
し
て
も
言
え
る
わ
け
で
、
清

国
が

「朝
鮮
ノ
独
立
ヲ
輔
扶
シ
テ
近
ク
ハ
露
国
ノ
朱
順
ヲ
防
ギ
遠
ク
ハ
欧
州
諸
国
ノ
垂
涎
ヲ

杜
絶
シ
以
テ
鶏
林
八
道
ヲ
シ
テ
無
快
ノ
金
臥
タ
ラ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
務
メ
バ
清
廷
北
東
ノ
一
管

戸
ハ
自
然
泰
山
ノ
安
ア
ル
ベ
シ
」
と
し
て
、
朝
鮮
の
独
立
を
尊
重
し
た
う
え
で
、
連
携
す
る

こ
と
を
説
い
て
い
る
。
さ
も
な
い
と
、
欧
米
列
強
も
清
国
に
な
ら
っ
て
朝
鮮
や
ベ
ト
ナ
ム
の

独
立
を
軽
ん
じ
、
侵
略
的
態
度
を
取
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
結
果

「其
間
接
ノ
害
ヲ
東
亜
全

面
二
蒙
ラ
ス
実
二
測
レ
ザ
ル
モ
ノ
ア
リ
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

力
の
あ
る
者
こ
そ
が
ま
ず
自
ら
の
姿
勢
を
正
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
態
度
は
、
清

国
の
朝
鮮
へ
の
干
渉
が

「其
隙
ヲ
外
国
二
啓
テ
之
二
蚕
食
鯨
呑
ノ
辞
柄
ヲ
仮
ス
ニ
至
ル
ベ
キ

ハ
必
然
ノ
数
ニ
シ
テ
朝
鮮
ノ
外
国
二
蚕
食
鯨
呑
セ
ラ
ル
ル
ハ
未
ダ
嘗
テ
我
レ
ノ
安
寧
卜
治
平

ト
ラ
危
フ
ス
ル
ノ
基
ニ
ア
ラ
ズ
ン
バ
ア
ラ
ズ
」
〔「訪
事
日
録

一
」
三
月
二
〇
日
掲
載
〕
と
い

う
、
日
本
の
安
全
の
た
め
に
も
清
国
の
朝
鮮
に
対
す
る
態
度
の
自
重
を
促
す
注
文
に
も
歴
然

と
し
て
い
る
。

清
国

・
朝
鮮
と
い
か
に
連
携
し
て
、
欧
米
列
強
の
進
出
に
対
抗
す
る
か
、
そ
も
そ
も
、
清

国
に
、
朝
鮮
の
独
立
を
尊
重
し
つ
つ
日
本
と
連
携
す
る
意
志
が
あ
る
の
か
ど
う
か
、
朝
鮮
に

し
て
も
、
清
国
の
干
渉
を
は
ね
の
け
つ
つ
、
対
等
な
立
場
で
日
清
と
連
携
し
て
欧
米
列
強
に

対
抗
す
る
用
意
が
あ
る
の
か
ど
う
か
、
解
決
す
べ
き
難
問
は
山
積
し
て
い
た
。
さ
ら
に
は
、

い
ち
早
く
文
明
開
化
を
達
成
し
つ
つ
あ

っ
た
日
本
と
、
そ
こ
ま
で
に
は
達
し
て
い
な
い
清
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国

・
朝
鮮
、
と
い
う
根
本
的
な
足
並
み
の
乱
れ
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
そ
う
し
た
多
く

の
困
難

・
難
題
を
前
に
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
模
索
が
続
け
ら
れ
て
い
た
の
が
、
森
田
思
軒
訪

中
前
後
の
東
ア
ジ
ア
情
勢
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
ス
ウ
ィ
ン
ホ
ー

『北
清
戦
記
』
と
森
田
思
軒
の
中
国
紀
行
と
い
う
二
つ
の
中

国
紀
行
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
、
日
”
＞
Ｏ
ｍ

〔踏
襲
〕
と
い
う
紀
行
文
の
特
質
を
あ
ぶ
り

出
し
、
当
時
の
ア
ジ
ア
紀
行
に
多
く
見
ら
れ
る
い
わ
ゆ
る
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
的
見
方
さ
え

も
が
そ
の
支
配
下
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
み
た
。
さ
ら
に
は
、
そ
も
そ
も
森
田
思

軒
が

『北
清
戦
記
』
を
愛
読
し
た
の
も
、
〈欧
米
諸
国
と
東
ア
ジ
ア
〉
問
題
、
も
っ
と
言
え

ば
危
機
的
な
東
ア
ジ
ア
情
勢
に
ど
う
対
処
す
べ
き
か
を
探
る
た
め
で
あ
り
、
そ
う
し
た
思
軒

側
の

「特
殊
」
事
情
が
、
最
終
的
に
は
二
つ
の
紀
行
を
似
て
非
な
る
も
の
へ
と
導
い
て
い
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
結
論
づ
け
た
。

森
田
思
軒
の
紀
行
か
ら
数
え
て
も
す
で
に

一
三
〇
年
近
く
の
時
が
経
過
し
た
わ
け
だ
が
、

そ
の
間
、
本
稿
で
そ
の
端
緒
を
取
り
上
げ
た
い
わ
ゆ
る
東
ア
ジ
ア
問
題
は
、
不
幸
と
悔
恨
の

激
動
の
時
代
を
く
ぐ
り
抜
け
て
き
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
今
な
お
決
着
す
る
こ
と
な
く
、
く
す

ぶ
り
続
け
て
い
る
。
そ
ん
な
今
だ
か
ら
こ
そ
、
東
ア
ジ
ア
問
題
が
い
ま
だ

「不
幸
と
悔
恨
の

時
代
」
に
突
入
す
る
以
前
の

〔寸
前
の
〕
本
稿
で
取
り
上
げ
た
よ
う
な
時
代
に
立
ち
返
り
、

そ
の
時
代
の
人
々
の
声
に
耳
を
傾
け
る
必
要
も
あ
る
の
で
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
ん
な
思
い
を

本
稿
の
結
び
と
し
た
い
。

【参
考
文
献
】

-156-



森田思軒とスウィンホー『北清戦記』

藤
井
淑
禎

「
森
田
思
軒
の
中
国
紀
行
を
た
ど
る
」
『立
教
大
学
大
学
院
日
本
文
学
論
叢
』

第
三
号
、
二
〇
〇
三
年
。

藤
井
淑
禎

「森
田
思
軒
と
東
ア
ジ
ア
情
勢
」
『東
海
学
園
　
言
語

。
文
学

・
文
化
』
第
八

号
、
二
〇
〇
八
年
。

斎
藤
希
史
ほ
か
校
注

『海
外
見
聞
集
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
年
。
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